『国際言語文化』テンプレート
題名MSゴシック/Times New Roman・12pt
――副題MSゴシック/Times New Roman・11pt――
葛野　京子

（10.5pt，4行空き）38字×32行
要旨
　（本文全角500字以内・欧文体200語以内）
【キーワード】キーワード本文（3～5個）

以下，本文は，MS明朝／Times New Roman・10.5pt
1.　章見出し
　本文
1-1　節見出し
　本文
1-1-1　項見出し
　本文
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謝辞
謝辞本文（MS明朝/Times New Roman・9pt）

注
注本文（MS明朝/Times New Roman・9pt）

参考文献
参考文献本文（MS明朝/Times New Roman・9pt）

　以下、文献の表記方法を参考までに示します。できるかぎりこの基準に近い仕上がりにしてください。

文献表記の原則は以下の通りです。

　【執筆者】半角スペースあけ【(半角カッコ発表年)】【「論文名」】【，全角のコンマ，編者名】【『書名・誌名――サブタイトル――』】【号数，】【半角の小文字pp.記載ページ半角数字，全角コンマ】【発行所名】【．ピリオド】
　欧文は下記の表記法をご参照ください。
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